
第 18 回ＫＪＳ(京都ジュニア)将棋大会 結果報告 

 

令和 4年 4月 30 日(土)、ひと・まち交流館京都にて、第 18 回 KJS(京都ジュニア)将棋大会を行いました。 

新型コロナによる規制は解除されましたが、コロナ対策はしっかり行い大会を行いました。 

 ゲストを日本将棋連盟にお願いしていましたが、残念ながら選出して頂くことができませんでした。 

大会は、中学生クラス(21 名)、小学校高学年クラス(35 名)、小学校低学年クラス(33 名)の計 89 名が熱戦を繰り

広げました。 

 大会は、例年通り予選リーグ、決勝トーナメントの方式で行ました。 

中学生クラスでは大阪府茨木市の山田康太君、小学校高学年クラスは金沢市の辻大輔君、低学年クラスは奈良市

の山内毅彦君がそれぞれ初優勝しました。 

今年は、ゴールデンウィークということもあり、京都府以外からの参加者も多く、特に高学年の部で優勝した辻

君など、京都府以外の強豪も参数多く参加していました。 

 今年も制約の多い中でしたが、関係者の皆様、とりわけ選手の保護者の方々の多大な御協力によってなんとか

開催することが出来ました。ありがとうございました。 

 

令和４年５月５日  

京都梅津支部長 棋道師範 清水忠治 

 

＜大会の成績＞ 

 優勝 準優勝 三位 

中学生 山田 康太 

茨木市立平田中学校１年 

松村 天歩 

打出中学校１年 

足立 光佑 

南陵中学校１年 

小学生

高学年 

辻 大輔 

金沢市立伏見台小学校６年 

永山 遥真 

洛南高等学校附属小学校４年 

石橋 希望 

深草小学校５年 

小学生

低学年 

山内 毅彦 

奈良市立済美小学校３年 

渡辺 慧士 

夙川小学校２年 

北山 卓 

神戸市立住吉小学校３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


